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市勢の発展と市民福祉の向上をめざして

「活力・魅力・地域力発揮」の予算「活活力力・・魅魅力力・・地地域域力力発揮」の予算
平成15年度予算総額　　　　

22,,558888億億円円
　

平
成　

年
度
予
算
は
、
最
少
の
経
費
で
最

１５

大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
一
層
の
経
費
の

節
減
合
理
化
を
図
り
、
本
市
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
５
分
野
に
わ
た
る
重
点
テ
ー
マ
を
中

心
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
を
最
大
限
に
活
用

し
、
平
成　

年
度
３
月
補
正
予
算
と
平
成　

１４

１５

年
度
当
初
予
算
を
一
体
的
に
編
成
し
、
切
れ

目
の
な
い
執
行
に
よ
り
景
気
対
策
に
も
配
慮

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
市
は
、
こ
の
予
算
を
も
と
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
、
次
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
総
合
計
画
新
世
紀
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
て
本
市
が
め
ざ
す
都
市
像
「
き
ら

り
と
輝
く
・
人
・
ま
ち
・
と
や
ま
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算
総
額
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
等
に
よ
る
厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と
、

15

２
、
５
８
７
億
６
、
７
９
８
万
円
（
前
年
度
当
初
比
１
・
０
％
増
）
と
な
り
、
一
般
会
計

で
は
前
年
度
当
初
比
２
・
１
％
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
発
行
済
み
の
市
債
の
借
換
え
分
を

除
い
た
実
質
的
な
比
較
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
（
前
年
度
当
初
比
０
・
３

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合
計
画
新
世
紀
プ
ラ
ン
第
１
期
基
本
計
画

に
掲
げ
た
各
種
施
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
に
、
本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
５

分
野
に
わ
た
る
重
点
テ
ー
マ
を
定
め
、
そ
の
諸
施
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
都
市
の
活
力
や
魅
力
を
引
き
出
す
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
お
う
と
多
く
の
新
規
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
「
協
働
」
で
施
策
を
進
め
る
た
め
、
全
小
学
校
区

で
実
施
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
ご
意
見
を
予
算
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
も
努
め

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
市
勢
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
「
活
力
・
魅
力
・
地
域

力
発
揮
」
の
予
算
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

��
き
ら
り
と
輝
く
・

き
ら
り
と
輝
く
・
人
・
ま
ち
・
と
や
ま

人
・
ま
ち
・
と
や
ま��

のの

実

現
に

向

け
て

実

現
に

向

け
て

①
人
口
増
加
に
寄
与
す
る
施
策

②
創
業
支
援
と
雇
用
の
創
出
な
ど
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施
策

③
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
駅
周
辺
南

北
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
施
策

④
美
し
い
と
や
ま
の
創
造
と
保
存
に
寄

与
す
る
施
策
（
ソ
フ
ト
事
業
）

⑤
地
域
社
会
で
支
え
る
高
齢
者
・
障
害

者
の
福
祉
施
策
（
ソ
フ
ト
事
業
）

●
重
点
テ
ー
マ

市民１人に

換算した税

１６５,０４５円

固定資産税

７２，３０１円

市　民　税

６４，７８０円

都市計画税

１２，９８９円

たばこ税

７，１０８円

事業所税

６，５９２円

軽自動車税

１，２３５円

入　湯　税

４０円

市民１人に

換 算 し た

使われるお金

３６０,５５８円

民　生　費

８５，２８７円

土　木　費

６４，１２８円

公　債　費

５０，８３２円

総　務　費

４０，５７８円

商　工　費

３５，５６８円

教　育　費

３４，４４１円

衛　生　費

２６，２６６円

消　防　費

９，８２６円

農林水産業費

８，３９２円

そ　の　他

労働費
２，５１６円

議会費
２，４１４円

予備費
３１０円
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平
成　

年
度
の
予
算
額
の
内
訳
は
、
一
般
会
計

１５

が
１
、
１
６
１
億
６
、
９
６
９
万
円
、
介
護
保
険

事
業
な
ど　

の
特
別
会
計
が
１
、
０
１
１
億
７
、

１２

１
０
７
万
円
、
水
道
事
業
や
病
院
事
業
な
ど
４
つ

の
企
業
会
計
は
４
１
４
億
２
、
７
２
２
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
当
初
と
比
べ
２
・
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
行
済
み
の
市
債
の

借
換
え
分
を
除
く
と
０
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
０
・
７
％
の
増
、
企
業
会

計
は
、
１
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
別
で
み
る
と
、
歳
入
は

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
が
、
５
３
１

億
７
、
６
６
３
万
円
で
前
年
度
当
初
と
比
べ
４
・

７
％
の
減
と
な
り
、
歳
入
全
体
の
構
成
比
で
は
、

　

・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４５
　

歳
出
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
が
マ
イ
ナ
ス
予

算
と
な
る
な
か
、
特
別
保
育
の
拡
充
な
ど
の
少
子

化
対
策
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
推
進
や
知
的
障
害
者

通
所
更
生
施
設
の
建
設
な
ど
の
高
齢
者
・
障
害
者

対
策
に
重
点
的
に
配
分
し
た
結
果
、
民
生
費
が
前

年
度
当
初
と
比
べ
９
・
６
％
増
の
２
７
４
億
７
、

８
８
８
万
円
と
な
り
、
歳
出
全
体
の
構
成
比
と
し

て
も
ト
ッ
プ
で
、　

・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

２３

ま
た
、
雇
用
対
策
な
ど
の
労
働
費
が
前
年
度
当
初

と
比
べ
２
・
７
％
増
の
８
億
１
、
０
６
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

問
 

財
政
課　�
　

―
２
０
２
２

４４３

３４０億８，２８６万円老人保健医療事業２３５億７，６７０万円国民健康保険事業

　１７億２，３８３万円農業集落排水事業２１３億９，１７５万円競 輪 事 業

　　５億１，９７１万円駐 車 場 事 業　４億３，５３８万円賃貸住宅・店舗事業

　 ５億９，９５９万円工業団地造成事業　 １億　５８４万円交通災害共済事業

　　　　　３，９２４万円母子寡婦福祉資金貸付事業　 ５億２，４３２万円中央卸売市場事業

１７８億９，４００万円介 護 保 険 事 業　 ２億７，７８５万円公共用地先行取得事業

　７４億９，９４３万円水 道 事 業

　 ３億５，０４２万円工業用水道事業

２１１億２，４９２万円公共下水道事業

１２４億５，２４５万円病 院 事 業

《特別会計　１，０１１億７，１０７万円》 《企業会計　４１４億２，７２２万円》

130億�
 7,408万円�
  （11.3％）�

市　　税�
531億7,663万円�
（45.8％）�

土木費�
206億6,164万円�
（17.7％）�

民生費�
274億7,888万円�
（23.6％）�

公債費�
163億7,770万円�
（14.1％）�

元金�
123億9,304万円�

（10.7％）�

利子�
39億8,466万円�

（3.4％）�

その他�
147億�

5,414万円�
（12.8％）�

　諸収入�
108億9,933万円�
（9.3％）�

国庫支出金�
 95億4,433万円（8.2％）�

市債�
142億6,310万円�
（12.3％）�

地方交付税 100億円（8.6％）�

　　35億3,216万円（3.0％）�
県支出金�

114億�
 5,985万円�
   （9.9％）�

教育費 110億9,679万円（9.6％）�

衛生費 84億6,273万円（7.3％）�

消防費 31億6,585万円（2.7％）�

農林水産業費 27億377万円（2.3％）�

その他 16億8,840万円（1.5％）�
　（内訳：労働費 8億1,066万円　議会費 7億7,774万円　予備費 1億円）�

一般会計�

歳入歳出予算総額�

1,161億6,969万円�

一般会計�

歳入歳出予算総額�

1,161億6,969万円�

歳入� 歳出�

商工費�

総務費�

そそ の 他の 他 ９４億１　 ９４億１，，０５２万円（８０５２万円（ ８．．３％）３％）

貸貸 付 金付 金 ８８億２　 ８８億２，，４０９万円（７４０９万円（ ７．．６％）６％）

投資的経費（普通建設事業費等）投資的経費（普通建設事業費等）
１４８億１４８億６，６，６２７万円（１２６２７万円（１２．．８％）８％）

物物 件 費件 費 １５２億３　１５２億３，，６１６万円（１３６１６万円（１３．．１％）１％）

補助費等補助費等

１５８億７１５８億７，，７３０万円（１３７３０万円（１３．．５％）５％）

義務的経費義務的経費

５１９億５５１９億５，，５３５万円（４４５３５万円（４４．．７％）７％）

内訳内訳　　　　　　　　　　

人件費 ２３７億４人件費　２３７億４，，４８３万円４８３万円

公債費 １６３億７公債費　１６３億７，，７７０万円７７０万円

扶助費 １１８億３扶助費　１１８億３，，２８２万円２８２万円

「活力・魅力・地域力発揮」の予算「活活力力・・魅魅力力・・地地域域力力

特特集集

平平成成１１５５年年度度予予算算概概要要

高
齢
者
福
祉
や

高
齢
者
福
祉
や

児
童
福
祉
等
の
た
め
の

児
童
福
祉
等
の
た
め
の

民
生
費
が
大
幅
に
増
額

民
生
費
が
大
幅
に
増
額

（ ）
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●特別保育事業など ３億９，６２５万円
延長保育などの特別保育や、のびのび親子サーク
ルなどの拡大を行う。

●地域児童健全育成事業 ８，７２５万円
開設校区の拡大や事業内容の充実を図る。

●放課後児童健全育成事業（新規） １，１２４万円
放課後児童健全育成事業を実施する社
会福祉法人等に対し、運営費の助成を
行う。

●乳幼児医療費助成事業 ７億２，８９５万円
乳幼児（未就学児まで）の医療費を助成すること
により、乳幼児の適正な医療の確保を図り、生み
育てやすい環境を整備する。

●児童扶養手当支給事業 ７億７，２５３万円
母子家庭の生活の安定と自立を促進するため、児
童扶養手当を支給する。
（平成１４年８月から児童扶養手当事務が県から市
に移譲）

●ひとり親家庭等医療費助成事業 ２億３，４７６万円
母子及び父子家庭等に対し医療費を助成すること
により、生活の安定と児童の健全な育成を図る。

●青年男女の出会い創出事業（新規） ３００万円
青年相互の交流と社会参画を促進するため、出会
いの創出とボランティア活動などの継続的な交流
活動を実施する。

●住宅マスタープラン等策定事業（新規） ２，５９０万円
平成７年３月に策定した「住宅マスタープラン」
を見直すとともに、「公営住宅ストック総合活用計
画」等を併せて策定する。

●立山映像ライブカメラ設置事業（新規） ４７３万円
市役所展望塔内にライブカメラを
設置し、立山連峰や呉羽山などのラ
イブ映像を市の観光ホームページ
で紹介し、イメージアップと観光客
の誘致を図る。

●立山眺望予測情報提供事業（新規） ６２万円
市内からの立山連峰の眺望予測情報を市の観光ホ
ームページで公開し、観光客やコンベンション参
加者に対し事前に情報を提供する。

●「立山あおぐ特等席。」ハイビジョン映像
　　　　　　　　　　　　　　制作事業（新規） ３５０万円

デジタルハイビジョンカメラで撮影した四季の立
山連峰や市内からのパノラマ映像の紹介などの富
山市ＰＲビデオを制作する。

●コンベンション開催補助事業 ８００万円
コンベンションの誘致を図るため、コンベンショ
ン主催者に対して補助する制度を拡充する。

●ファミリーパーク整備事業 ２億３５６万円
動植物の自然に関する体験学習やイベントが楽し
める、自然体験センターを建設する。

　人口は都市活力のバロメーターです。「住みたい」、「行って

みたい」と言われるような魅力のあるまちづくり事業を進め、

いわゆる定住人口と交流人口の増加を目指します。

ととととととととととととととととととととややややややややややややややややややややままままままままままままままままままままのののののののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををを高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるとやまの魅力を高める
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野のののののののののののののののののののの重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーママママママママママママママママママママ５分野の重点テーマ

1 人口増加に寄与する施策

　活力ある経済社会の実現のため、新産業の育成などの創業支援や企業誘致な

ど、雇用創出を図り地域経済の活性化を目指します。

2 創業支援と雇用の創出など地域経済の活性化に寄与する施策

●就業促進事業 ５５０万円
高年齢者職業相談室の充実を図るとともに、市の
ホームページで就職情報を提供するなど、就業の
促進を図る。

●雇用開発推進員設置事業 ５２６万円
雇用開発推進員に事業所を訪問させ、雇用に関す
る支援制度の周知と求人の掘り起こしを行う。 
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●職業能力開発支援事業 １，９０８万円
富山地域職業訓練センターにおい
て、ＩＴ技能を習得できるようパソ
コン講習等を開催する。

●新規就農者支援事業 ５００万円
新しく農業を経営しようとする人に対し、必要な
資金を貸付ける。

●企業誘致対策事業 ２，２００万円
分譲成功報酬制度の新設やＪＲ特急電車内への広
告掲載などにより、企業誘致を推進する。

●ベンチャー企業等支援事業 ３００万円
ベンチャー企業等に対し、新商品の展示会への出
品料等の一部を助成する。

●新産業支援基盤実施計画策定事業 １，０４３万円
医薬・バイオやＩＴなど新しい成長産業の育成の
ため、その中核となる新たな産業支援基盤の実施
計画を策定する。

●工場奨励措置事業 ３億６，７６８万円
工場等の新・増設経費等の一部を
助成する。また、「雇用創出企業
立地助成金」を創設し、より一層
の企業立地の促進と雇用の拡大
を図る。

●商工業振興条例に基づく貸付事業 ７５億３，５１３万円
運転資金の限度額を１，０００万円から１，２５０万円まで
に引き上げるとともに、融資利率を一律年０．２％引
き下げ、中小企業者の資金調達の円滑化を図る。

●緊急経営基盤安定資金貸付事業（新規） ５億８，８２０万円
中小企業者の返済負担を軽減し、経営基盤の安定
に資するため、借換えによる資金のあっせんを行
う。

特特集集

平平成成１１５５年年度度予予算算概概要要

　北陸新幹線の開業により、沿線地域においては交流人口など飛躍的な発展と人

的・物的な流動化が予測されるなか、本市が環日本海地域における求心力ある中

核都市として飛躍発展していくため、中心市街地の活性化や駅周辺南北一体的な

まちづくりの推進に鋭意取り組むとともに、地域公共交通の活性化にも努めます。

3 中心市街地の活性化と駅周辺南北一体的なまちづくりに寄与する施策

●中心地区再開発事業の推進 ７億８，２６０万円
総曲輪通り南地区、西町・総曲輪地区において再
開発事業を推進する。

●中心市街地整備調査事業（新規） ２，０００万円
市街地総合再生基本計画の作成や都心居住の推進
方策などについて調査・検討をする。

●コンパクトな街づくり研究事業（新規） １，４１５万円
市街地中心部への人口回帰を図り、「コンパクトな
街づくり」を進めるための調査・研究をする。

●ＣｉＣビル支援事業（新規） ３億７，６８４万円
ＣｉＣビル３階フロアをコミュニティ活動や生涯
学習、国際交流施設として整備するほか、５階
「いきいきＫＡＮ」の改修及び「観光情報コーナ
ー」を１階へ移設するなど、賑わいと活性化を図
る。

●北陸新幹線対策事業 ２，９８２万円
沿線住民の理解と協力を得ながら公
団、県とともに、事業の着実な推進
を図る。

●富山駅周辺地区南北一体的なまちづくり
事業 ９，７７１万円

北陸新幹線富山駅整備と整合のとれた在来線高架
化と南北一体的なまちづくりについての調査・検

討を進める。
●生活バス路線維持及び鉄道近代化補助事業 ８，５３７万円

赤字バス路線の維持存続や鉄道の近代化を図るた
め、国、県とともに交通事業者に支援する。

●ワンコインバス試行運行事業（新規） １，４１９万円
中心商店街への来街者の増加を
図るため、路線バスの料金を６５
歳以上の市民に限り、１回１００円
とする試行運行を行い、本格実
施に向けた調査・検討をする。

●コミュニティバス運行事業 ４，１０８万円
中心市街地及び周辺の交通空白・不便地域内にコ
ミュニティバスを運行させる。

●総合的都市交通体系マスタープランの策定 １，５００万円
第３回パーソントリップ調査などを基に、ハー
ド・ソフト面での都市交通のあり方や、公共交通
関連施設（路面電車、バス等）の基本計画を策定
する。

●パークアンドライド現況調査事業 ４００万円
公共交通活性化を図るため、パークアンドライド
の試行実験を行い、本格実施に向けた調査・検討
をする。
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　富山の水と緑の景観を保存し、市民ぐるみによる環境美化活動を推進し、美

しいとやまの創造と保存に努めるため、市民意識の啓発と市民と行政の「協働」

による景観づくりを目指します。

4 美しいとやまの創造と保存に寄与する施策（ソフト事業）

●中心市街地等街路緑化景観向上事業（新規） ３，５００万円
季節感と彩りのある植樹帯の整備など、中心市街
地の幹線における街路緑化景観の向上を図る。

●都市景観形成に関する条例の検討 ４５０万円
良好な都市景観の形成やまちづくりに関して、総
合的な景観施策の基本となる条例の制定について
検討する。

●放置自転車対策事業 １，７１６万円
公共の場所への無秩序な自転車駐車を抑制し、都
市機能の維持と良好な自転車走行環境の形成を図
る。

●不法投棄防止パトロール事業 １，３００万円
ごみの不法投棄を防止するためパトロールを行
う。

●まちの環境美化推進事業（新規） ４８３万円
市民、行政、事業者等が相互に協力して公共の場
所の美化を推進し、清潔で健全な生活環境の確保
に努める。

●アーバン・アテンダント事業（新規） ８００万円
富山駅周辺や中心市街地などで案内や
介助、清掃などのさわやか運動を行う
スタッフを配置し、環境美化と市のイ
メージアップを図る。

●花と緑の推進事業 ４，１１２万円
緑の環境をより豊かにするため、植樹桝等を活用
した市民参加による緑化活動を支援するなど、花
と緑のあるまちづくりを推進する。

　住みたくなる都市として、より一層発展していくためには、誰もが住み慣れ

た地域で安心して生きがいをもって生活できることが大切です。このため、市

民との「協働」により高齢者も障害者も地域の連帯で支え合う豊かな福祉社会

の実現を目指します。

5 地域社会で支える高齢者・障害者の福祉施策（ソフト事業）

●介護サービス適正実施指導事業 ７４１万円
介護サービスを利用する人のニーズに合ったサー
ビスを提供するため、介護相談員を派遣するなど
事業者情報の提供や事業者の育成を行う。

●地域ケア体制の推進（新規） １億５７４万円
地域型在宅介護支援センターにコーディネーター
を配置し、地域住民とともに高齢者の地域ケア支
援体制を推進する。

●介護予防ふれあいサークル地域運営事業（新規）
 １，０００万円

地域型在宅介護支援センターと「協働」で「介護
予防ふれあいサークル」の運営等を実施する老人
クラブに助成する。

●ぬくもりの湯サロン事業（新規） １，２４０万円
高齢者が気軽に休憩、団らん
ができるサロン的な場所づ
くりとして公衆浴場を整備
する場合や公衆浴場で生き

がいづくり活動を行う場合、その費用の一部を助
成する。

●介護仕様自動車改造費用への助成（新規） ５００万円
援護を必要とする高齢者の外出を支援するため、
介護仕様自動車への改造費用の一部を助成する。

●シニアライフ講座の開設 ２，９９７万円
高齢者が趣味や創造、健康活動に参加し、生きが
いと健康を高めるためシニアライフ講座（２９コー
ス）を開設する。

●音声変換対応「広報とやま」の発信（新規） ２００万円
市のホームページに掲載の「広報とやま」の情報
を音声変換ソフトを用いて読み取りができる形式
で掲載する。

●精神障害者共同作業所等通所交通費助成事業（新規）
 １８２万円

共同作業所や授産施設に通所する精神障害者に通
所交通費の一部を助成する。
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●障害者生活支援事業 ５，９１９万円
在宅障害者を対象に機能訓練、日常生活訓練、ピ
アカウンセリング等のサービスを提供し、障害者
の自立と社会参加の促進を図る。

●心身障害児ショートステイ事業（新規） ６６３万円
在宅心身障害児を対象にショートステイ事業を実
施し、心身障害児の生活の質の向上や家族の負担
の軽減、不安の解消を図る。

●障害児（者）地域療育等支援事業（新規） １，０１８万円
在宅障害児（者）の療育・相談体制の充実を図る
とともに、各種福祉サービスの
提供の援助・調整を行うなど
個々のライフスタイルに応じ
た地域生活を支援する。

�  ◆重点テーマ以外の主な事業◆ �
●市町村合併の推進 ５，１２４万円

合併法定協議会の運営経費負担金等。
●ジュニア科学賞の創設（新規） １００万円

田中耕一氏のノーベル賞受賞
を記念して、小中学生の創造
性をはぐくむため「ジュニア
科学賞・とやま」を創設し、
優れた着想やユニークなアイ
デアを持ち、粘り強く努力している児童・生徒を
表彰する。

●心の教室相談員活用調査研究事業 １，４８６万円
中学校に「心の教室相談員」を配置するとともに、
小学校に「学校生活支援指導員」を配置し、児童・
生徒の相談体制の充実を図る。

●児童期・思春期子育てアドバイス講座の開催 １３８万円
市内の全小中学校で子育てアドバイス講座を開催
する。

●学校図書館の充実 ９，９９９万円
すべての小中学校に司書を配置
するとともに、児童・生徒がより
一層の主体的・積極的な学習・読
書活動ができるように図書の整
備・拡充を図る。

●教育用コンピュータの整備 ２億３，６２６万円
小学校への教育用コンピュータの整備。（中学校は
１４年度で完了）

●小中学校・幼稚園の整備 １３億６３４万円
岩瀬小学校校舎や東部小学校プールの改築をはじ
め、学校（園）施設の維持修繕に努めるなど安全
で快適な教育環境を推進する。

●郷土博物館の耐震改修工事 ２億１，５１２万円
●身体障害者通所授産施設等整備事業（新規）
 １億６，６３１万円

社会福祉法人が実施する身体障害者通所授産施設
等の整備に対し助成する。

●知的障害者更生施設（「第２あすなろ」）の建設
 １億５，２１０万円

●小規模ケア施設支援事業（新規） ２，５００万円
社会福祉法人、ＮＰＯ法人等が実施する小規模ケ
ア施設の整備に対し助成する。

●飲料水兼用耐震性貯水槽の整備 ７，４００万円
●河川水路の整備 ６億３，８９２万円

準用河川、都市基盤河川等の改良を行う。
●リフレッシュ事業 ８億円

側溝や道路舗装の補修及び歩道段差の解消（バリ
アフリー工事）を行う。

●エコタウン推進事業 ６，７９９万円
資源循環型社会を築くため、「富山市エコタウンプ
ラン」を推進するとともに、「地域新エネルギービ
ジョン」を策定する。

●容器包装廃棄物分別回収の推進 ２億１０６万円
プラスチック容器包装や空き缶、新聞などの分別
回収事業。７月からはプラスチック容器包装の回
収を月４回に拡大する。

●市道・街路の整備 ２７億８２９万円
●公園の整備 ８億１９２万円

呉羽山都市緑化植物園、城址公園等を整備する。
●公営住宅の整備 ７億１，３７０万円

高齢者等に配慮し、既存公営住宅にエレベーター
や階段手すりを設置するなどバリアフリー化を推
進するとともに、老朽化した上赤江団地や布目団
地などを建替える。

●富山市男女共同参画推進センター事業 ２，９２６万円
男女共同参画を推進するための拠点施設としてセ
ンターを運営し、男女共同参画に関する各種事業
を実施する。

●富山市民海外派遣事業 １，１００万円
豊かな地域づくりに貢献する人材を育成するた
め、市民を海外に派遣し国際的な視野と感覚を培
う機会を提供する。

●農業生産基盤の整備 １億１６３万円
地域農業の基幹的施設整備の支援を行う。

●漁港の整備 ４億８，０００万円
水橋漁港や四方漁港の整備を行う。

※主要事業の概要については、財政課のホームページでもご覧いただけます。※主要事業の概要については、財政課のホームページでもご覧いただけます。
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平平成成１１５５年年度度予予算算概概要要


